
ま
る

や
ま

と
し

す
け

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

丸

山

利

輔

専
攻
学
科
目

灌
漑
排
水
学

生
年
月
日

昭
和
八
年
一
〇
月
一
七
日

略

歴

昭
和
三
一
年

三
月

京
都
大
学
農
学
部
農
業
工
学
科
卒
業

同

三
一
年

四
月

農
林
省
農
業
技
術
研
究
所
農
林
技
官

同

四
一
年

七
月

京
都
大
学
農
学
部
助
手

同

四
二
年

八
月

京
都
大
学
農
学
部
助
教
授

同

四
五
年

一
月

農
学
博
士

同

四
八
年

八
月

京
都
大
学
農
学
部
教
授

平
成

六
年

四
月

京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
長
、
同
農
学
部
長
（
平
成
八
年
三
月
ま
で
）

同

九
年

四
月

京
都
大
学
名
誉
教
授

同

九
年
一
〇
月

日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
教
授

同

一
一
年

三
月

石
川
県
農
業
短
期
大
学
学
長
（
平
成
一
八
年
三
月
ま
で
）

同

一
七
年

四
月

石
川
県
立
大
学
学
長
（
現
在
に
至
る
）

一
〇



農
学
博
士
丸
山
利
輔
氏
の
「
蒸
発
散
と
流
出
機

構
に
基
づ
く
広
域
水
需
給
分
析
に
関
す
る
研

究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

灌
漑
排
水
学
は
、
陸
上
で
の
水
循
環
を
基
礎
と
し
て
、
作
物
の
成
育
に
対
す

る
水
の
過
不
足
を
補
完
す
る
科
学
技
術
で
あ
る
。
ま
た
、
環
境
問
題
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
物
質
循
環
の
解
明
が
重
要
で
あ
り
、
水
循
環
は
そ
の
主
役
を
担

っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
水
循
環
過
程
の
解
明
は
、
灌
漑
排
水
学
の
み
な
ら

ず
、
広
く
環
境
問
題
に
対
す
る
基
本
的
課
題
で
あ
る
。

丸
山
利
輔
氏
は
、
陸
上
で
の
水
循
環
の
主
要
な
課
程
で
あ
る
流
域
蒸
発
散
と

流
出
機
構
の
研
究
に
基
づ
く
広
域
水
需
給
分
析
に
つ
い
て
、
わ
が
国
稲
作
水
田

の
特
徴
を
踏
ま
え
た
独
創
的
、
か
つ
広
範
な
研
究
を
展
開
し
て
い
る
が
、
以
下
、

主
要
な
研
究
成
果
に
つ
い
て
そ
の
要
点
を
述
べ
る
。

一
�
蒸
発
散
に
関
す
る
研
究
と
そ
の
展
開

蒸
発
散
に
関
す
る
知
見
は
、
水
資
源
利
用
計
画
や
灌
漑
用
水
計
画
基
準
の
確

立
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
丸
山
氏
は
、
流
域
蒸
発
散
量
の
推
定
に

つ
い
て
、
世
界
に
先
駆
け
て
「
短
期
水
収
支
法
」
を
考
案
し
、
流
域
の
季
別
蒸

発
散
量
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
季
別
蒸
発
散
量
の
推
定
方
法

に
基
づ
き
、
熱
収
支
の
立
場
か
ら
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
蒸
発
散
量
と
実
蒸
発
散
量
の

和
が
一
定
で
あ
る
と
い
う
補
完
法
の
考
え
方
を
導
入
し
、
こ
の
方
法
の
妥
当
性

を
流
域
単
位
で
立
証
し
た
上
、
こ
れ
ま
で
、
季
別
に
求
め
ら
れ
て
い
た
経
験
的

な
係
数
を
使
用
す
る
こ
と
な
く
、
流
域
蒸
発
散
量
が
推
定
出
来
る
こ
と
を
証
明

し
た
。

二
�
流
出
機
構
に
関
す
る
研
究
と
そ
の
展
開

降
雨
と
流
出
の
関
係
を
解
明
す
る
流
出
機
構
の
研
究
は
、
水
資
源
利
用
と
灌

漑
排
水
計
画
な
ら
び
に
防
災
計
画
の
基
礎
と
し
て
重
要
な
研
究
分
野
で
あ
る
。

丸
山
氏
は
、
長
期
間
流
出
に
お
け
る
低
水
時
の
流
量
が
、
精
度
良
く
推
定
で

き
る
「
重
み
つ
き
統
計
的
単
位
図
法
」
を
創
案
し
、
こ
れ
を
定
式
化
し
て
注
目

す
べ
き
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
奈
良
県
五
條
吉
野
地
区
に
、
造
成
農

地
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
山
林
地
に
試
験
流
域
を
設
け
、
長
年
に
わ
た
り
水
文
観

測
を
実
施
し
、
先
駆
的
な
研
究
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

ま
ず
、
農
地
造
成
に
よ
っ
て
発
生
す
る
洪
水
量
は
、
造
成
前
の
山
林
地
よ
り

大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ぎ
に
、
そ
の
流
出
機
構
を
解
明

す
る
た
め
に
、
種
々
の
植
被
に
対
す
る
等
価
粗
度
を
求
め
、
こ
れ
を
実
流
域
に

適
用
し
、
流
出
機
構
が
等
価
粗
度
法
に
よ
っ
て
合
理
的
に
説
明
で
き
る
こ
と
を

見
出
し
た
。

四
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さ
ら
に
、
干
天
が
続
い
た
場
合
、
山
林
が
渇
水
の
緩
和
に
役
立
た
な
い
場
合

が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
知
見
は
、
半
乾
燥
地
に
お
い
て

干
天
時
に
、
森
林
が
渇
水
量
の
増
加
に
貢
献
す
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
知
見

に
、
限
界
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
と
い
え
る
。

三
�
広
域
水
需
給
に
関
す
る
研
究

わ
が
国
に
お
け
る
年
総
用
水
量
八
三
九
億
立
方
メ
ー
ト
ル
（
平
成
一
八
年
、

国
土
交
通
省
調
査
に
よ
る
）
の
約
六
六
％
を
し
め
る
農
業
用
水
は
、
工
業
用
水

や
生
活
用
水
と
異
な
り
、
広
域
に
お
い
て
用
水
の
循
環
利
用
が
行
わ
れ
て
い
る

の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
実
態
を
精
度
よ
く
把
握
す
る
方
法

は
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
丸
山
氏
は
、
流
出
解
析
で
用

い
ら
れ
て
い
る
分
布
モ
デ
ル
と
集
中
モ
デ
ル
の
特
徴
を
合
わ
せ
持
っ
た
、「
複

合
タ
ン
ク
モ
デ
ル
法
」
を
世
界
で
は
じ
め
て
創
案
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業

用
水
の
循
環
利
用
分
析
法
を
確
立
し
た
。
こ
の
方
法
は
、
淀
川
を
は
じ
め
、
わ

が
国
の
主
要
河
川
の
各
水
系
に
適
用
さ
れ
、
用
水
の
需
給
分
析
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
丸
山
利
輔
氏
は
、
蒸
発
散
と
流
出
機
構
の
研
究
に
基
づ
く

広
域
水
需
給
分
析
に
関
す
る
研
究
を
行
い
、
幾
多
の
新
知
見
を
得
、
刮
目
す
べ

き
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、
灌
漑
排
水
学
の
み
な
ら
ず
、

水
の
利
用
と
制
御
に
関
連
す
る
多
く
の
学
問
分
野
の
進
展
に
貢
献
す
る
と
共

に
、
広
く
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
に
お
け
る
灌
漑
排
水
計
画
や
水
環
境
整
備

に
大
き
く
寄
与
・
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
丸
山
利
輔
氏
の
研
究
に
対
し
て
、
農
業
土
木
学
会
学
術
賞
、
日
本

農
学
賞
、
読
売
農
学
賞
、PA

W
E

E
S

（International
Society

of
Paddy

and

W
ater

E
nvironm

entE
ngineering

）
国
際
賞
等
が
授
与
さ
れ
て
お
り
、
国
の
内

外
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

主
要
論
文

（
一
）
蒸
発
散
に
関
す
る
研
究

1.

高
瀬
恵
次
・
丸
山
利
輔：

水
収
支
法
に
よ
る
季
別
流
域
蒸
発
散
量
の
推
定
、
農
土

論
集
、76,1-6

（1978

）

2.

大
槻
恭
一
・
三
野
徹
・
丸
山
利
輔：

実
蒸
発
散
量
の
推
定
に
関
す
る
研
究
�
―
計

器
蒸
発
量
、
蒸
発
散
量
と
実
蒸
発
散
量
の
関
係
―
、
農
土
論
集
、111,95-103

（1984

）

3.

大
槻
恭
一
・
三
野
徹
・
丸
山
利
輔：

実
蒸
発
散
量
の
推
定
に
関
す
る
研
究
�
―
水

収
支
法
と
補
完
関
係
式
に
よ
る
流
域
発
散
量
の
比
較
―
、
農
土
論
集
、112,

17-23

（1984

）

4.
O

tsuki,
K

.,
S.

Jahanbakhsh−
A

sl,
and

T
.

M
aruyam

a
:

E
nergy

D
istribution

of

the
R

ice
Plant

C
anopy−

Fundam
ental

Studies
on

E
vapotranspiration

in
Paddy

Fields
(I)−

,T
rans.JSID

R
E

,130,17−
23

(1987)

5.
Jahanbakhsh−

A
sl,

S.,
K

.
O

tsuki,
and

T
.

M
aruyam

a
:

A
nalysis

of
H

eat
and

W
ater

M
ovem

ent
T

hrough
A

R
ice

Plant
C

anopy
by

T
w

o
L

ayer
M

odel−

Fundam
ental

Studies
on

E
vapotranspiration

in
Paddy

Fields
(II)−

,
T

rans.
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JSID
R

E
,130,25−

31
(1987)

6.
Jahanbakhsh−

A
sl,S.,T

.M
itsuno,K

.O
tsuki,and

T
.M

aruyam
a

:
M

echanism

of
L

atent
and

Sensible
H

eat
Flux

Partitioning
in

T
he

R
ice

Plant
C

anopy
−

Fundam
ental

Studies
on

E
vapotranspiration

in
Paddy

Fields
(III)−

,
T

rans.

JSID
R

E
,132,11−

19
(1987)

（
二
）
流
出
機
構
に
関
す
る
研
究

7.

丸
山
利
輔
・
冨
士
岡
義
一：

重
み
つ
き
最
小
二
乗
法
に
よ
る
単
位
図
決
定
の
基
本

的
考
え
方
と
そ
の
方
法
―
統
計
的
単
位
図
法
に
よ
る
低
水
流
出
解
析
�
―
、
農
土

論
集
、43,33-38

（1973

）

8.

丸
山
利
輔
・
冨
士
岡
義
一：

重
み
つ
き
最
小
二
乗
法
に
よ
る
単
位
図
法
の
試
験
流

域
へ
の
適
用
―
統
計
的
単
位
図
法
に
よ
る
低
水
流
出
解
析
�
―
、
農
土
論
集
、43,

39-45

（1973

）

9.

小
林
愼
太
郎
・
田
中
丸
治
哉
・
丸
山
利
輔：
造
成
農
地
の
流
域
お
よ
び
洪
水
流
出

特
性
―
農
地
造
成
に
伴
う
流
出
特
性
の
変
化
�
―
、
農
土
論
集
、113,1-7

（1984

）

10.

田
中
丸
治
哉
・
小
林
愼
太
郎
・
丸
山
利
輔：

造
成
農
地
の
透
水
性
分
布
と
洪
水
流

出
解
析
―
農
地
造
成
に
伴
う
流
出
特
性
の
変
化
�
―
、
農
土
論
集
、113,8-16

（1984

）

11.

堀
野
治
彦
・
陳
榮
松
・
早
瀬
吉
雄
・
丸
山
利
輔：

人
工
降
雨
に
よ
る
斜
面
粗
度
係

数
の
実
験
的
考
察
―
造
成
農
地
の
排
水
計
画
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
�
―
、
農
土

論
集
、158,87-94

（1992

）

12.

陳
榮
松
・
堀
野
治
彦
・
早
瀬
吉
雄
・
丸
山
利
輔：

等
流
に
よ
る
斜
面
粗
度
係
数
の

実
験
的
考
察
―
造
成
農
地
の
排
水
計
画
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
�
―
、
農
土
論
集
、

160,43-49

（1992

）

13.

陳
榮
松
・
渡
辺
紹
裕
・
堀
野
治
彦
・
丸
山
利
輔：

圃
場
お
よ
び
地
区
レ
ベ
ル
の
物

理
モ
デ
ル
に
よ
る
流
出
ハ
イ
ド
ロ
グ
ラ
フ
の
推
定
―
造
成
農
地
の
排
水
計
画
に
関

す
る
基
礎
的
研
究
�
―
、
農
土
論
集
、164,135-139

（1993

）

14.

陳
榮
松
・
堀
野
治
彦
・
渡
辺
紹
裕
・
丸
山
利
輔：

損
失
雨
量
の
評
価
と
流
出
ハ
イ

ド
ロ
グ
ラ
フ
お
よ
び
ピ
ー
ク
流
出
量
の
推
定
―
造
成
農
地
の
排
水
計
画
に
関
す
る

基
礎
的
研
究
�
―
、
農
土
論
集
、164,141-146

（1993

）

15.

瀧
本
裕
士
・
田
中
正
・
堀
野
治
彦
・
渡
辺
紹
裕
・
丸
山
利
輔：

山
林
は
渇
水
緩
和

に
役
立
つ
か
―
奈
良
県
五
條
吉
野
地
区
を
事
例
と
し
て
―
、
農
土
論
集
、170,

75

−
81

（1994

）

16.
M

ori,
Y

.,
T

.
M

aruyam
a,

and
T

.
M

ituno
:

Soft
X

−
R

ay
R

adiography
of

D
rainage

Patters
Stractured

Soils,SoilSci.Soc.A
m

.J.,63,733−
740

(1999)

17.
M

ori,
Y

.,
K

.
Iw

am
a,

T
.

M
aruyam

a,
and

T
.

M
ituno

:
D

iscrim
inating

the

Infuluence
of

Soil
T

exture
and

M
anegem

ent−
Induced

C
hanges

in
M

acropore

Flow
using

SoftX
−

R
ays,SoilSci.,164,467−

482
(1999)

18.
M

aruyam
a,

T
.,

A
.

T
ada,

K
.

Iw
am

a,
and

H
.

H
orino

:
D

irect
O

bservation
of

Soil
W

ater
M

ovem
ent

T
hrough

Soil
M

acropores
using

Soft
X

−
R

ays
and

Stereographing,SoilSci.,168,119−
127

(2003)

（
三
）
広
域
水
需
給
分
析
に
関
す
る
研
究

19.

丸
山
利
輔
・
冨
田
正
彦
・
小
林
愼
太
郎：

複
合
タ
ン
ク
モ
デ
ル
に
よ
る
広
域
水
収

支
解
析
―
１
�
複
合
タ
ン
ク
モ
デ
ル
の
特
徴
と
そ
の
構
成
―
、
農
土
誌
、47

�
,19

-24

（1979

）

20.

冨
田
正
彦
・
小
林
愼
太
郎
・
丸
山
利
輔：

複
合
タ
ン
ク
モ
デ
ル
に
よ
る
広
域
水
収

支
解
析
―
２
�
複
合
タ
ン
ク
モ
デ
ル
の
運
用
―
、
農
土
誌
、47

�
,39-44

（1979

）

21.

小
林
愼
太
郎
・
藤
森
新
作
・
冨
田
正
彦
・
丸
山
利
輔：

複
合
タ
ン
ク
モ
デ
ル
に
よ

る
広
域
水
収
支
解
析
―
３
�
淀
川
水
系
に
お
け
る
適
用
例
―
、
農
土
誌
、47

�
,29

-34

（1979

）

22.

小
林
愼
太
郎
・
丸
山
利
輔：

複
合
タ
ン
ク
モ
デ
ル
に
よ
る
広
域
水
収
支
解
析
―

４
�
木
曽
川
水
系
に
お
け
る
適
用
例
―
、
農
土
誌
、47

	
,19-23

（1979

）

主
要
著
書

1.

丸
山
利
輔
他
六
名：

新
編
灌
漑
排
水
（
上
）、
養
賢
堂
、（
一
九
八
六
）
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2 .
丸
山
利
輔
他
六
名：

新
編
灌
漑
排
水
（
下
）、
養
賢
堂
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